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　ハチゴロウの戸島湿地は、人工的に創出した3.2ヘクタールの「湿地」を市の施設として管
理している全国でも珍しい場所です。
　その管理は、まずは「雑草との戦い」。そして、コウノトリの餌場としての湿地の機能を
高め、そのノウハウを広めるため、検討と実践を繰り返す「生きもの目線の改良実験」の連
続です。市内の団体・コウノトリ湿地ネットがその任に当たっていますが、圧倒的な自然
の力を前に途方に暮れることもしばしば。そこで、活躍してくれるのが市内外からのボラ
ンティアの皆さんです。
　個人、団体、学校、会社…。作業に加わった方々のメッセージから「ボランティア」につ
いて少し考えてみたいと思います。
　　　　　　　　               　　　　　　　　《問合せ》コウノトリ共生課　　☎21-9017
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 ハチゴロウの戸島湿地☎20-8

ハチゴロー
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ハチゴロウの戸島湿地で…
「豊岡らしいボランティア」を考える

●竹切り作業等をサポート　県立尼崎小田高等学校（尼崎市）の声

●指定管理者「コウノトリ湿地ネット」の声
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区　分 対象は? その効果は?

「コ
ウノトリに代表されるさまざまな生きものや、命
に目を向けた取組みが、きっと、このまちにとっ
ての公益につながるに違いない」

●湿地改良作業をサポート　㈱川嶋建設（寿町）の声

▲円山川下流域とその周辺水田は、現在、ラムサール条約湿地登録
に向けた運動を展開中。城崎温泉の対岸に整備した「ハチゴロウ
の戸島湿地」は、その中核施設です。春には、毎年コウノトリのペア
が湿地内の人工巣塔に営巣します。ぜひ、足をお運びください。

●指定管理者「コウノトリ湿地ネット」の声


